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インターバンクの声 （2014 年 7 月 10 日） 
 

資産購入終了後の利上げ時期について、少し早目の時期になるとの見方を

示すメンバーが増えているのではとの予想のもと、若干ドルを買い進めなが

ら連邦公開市場委員会の議事要旨発表を待ったが、結果的に緩和的な政策が

当面続くことが確認されただけだった。このため当然ながらドルは多くの主

要通貨に対して売り調整を迫られ、ドル円は１０１円台半ば、ユーロは１．

３６ドル台半ばに揺り戻された。雇用統計ほどの強い期待感はなかったが、

議事要旨発表も低ボラティリティーから脱却するきっかけとはならず、次の

チャンスは一ヶ月半ほどの夏休みに入る直前の今月下旬のFOMCということに

なりそうだ。雇用統計発表直後のドル上昇は限定的だったが、FOMCメンバー

が雇用環境の改善度合いを大きく評価していれば今月末のFOMC後の相場展開

は雇用統計の日とは違ったものになる可能性もあるだろう。 
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